
Ⅰ 

 （a）アイ．１１  ウエ．１６  オ．１  カキ．-５  ク．３ 

 （b）ケ．２  コ．３  サシ．２０  スセ．１３  ソ．７ 

 （c）タ．１  チ．３  ツ．５  テ．９ 

   トナ．１０  ニ．９  ヌ．２  ネノ．２７ 

Ⅱ 

 （a）ア．０ 

 （b）イ．３  ウ．１  エ．３  オ．３  カキ．-２  ク．３  ケコ．-２ 

 （c）サシ．-２  ス．３  セ．１  ソ．３  タ．２ 

   チ．６  ツ．３  テ．５  ト．３  ナ．１  ニ．５  ヌ．２ 

Ⅲ 

 （1）ア．２  イ．８  ウエ．-８  オ．８  カ．８  キ．３ 

   ク．２  ケ．２  コ．１  サ．２  シ．２  ス．２ 

 （2）セ．１  ソ．３  タ．１  チ．６  ツ．５  テト．３２ 

   ナ．２  ニ．１  ヌ．６  ネ．２  ノ．９ 

 

～講評～ 

難易度は非常に高かった。4 割あれば十分だろう。 

I を全問合わせたい。Ⅱはオまでは解きたい。Ⅲは（１）を捨てて（２）に全力投球したい。 

Ⅲの（１）と（２）の設問それぞれが関係のない問題であることに気づく冷静さを問われている。 

杏林大学では 2023 年度の入試問題でⅢ（１）に似た問題が出題されているが、更に難しくなっている。 

 


